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により Feistel構造と SPN構造に分けられ、また暗号毎に一長一短がある。 
 本研究では、構造や安全性を中心とした既存のブロック暗号の利点と欠点、特に現在広く使わ









に過剰な計算を排除した暗号となった。結果的に暗号 AES や SHARK より堅牢であり、同じ平文と
鍵の長さを持つ暗号の中で最も安全性が高い暗号となっている。この安全性の条件から、現実的
かつ理想的な暗号の条件について考察している。可変ブロック暗号は C 言語で作成したため、そ
のプログラムも載せている。 
 
